
デジタル（高品質・大容量・簡単・劣化せず）

無許諾
無償

補償の
必要性なし

１９７０

無許諾
有償

補償の
必要性あり

３０条１項１号

１９９２ １９９９

３０条１項１号

３０条１項２号

２００７

（検討中）

無許諾
（有償）

補償の
必要性あり

×
補償の

必要性なし

３０条１項１号

３０条１項２号

違法複製物・
違法配信

適法配信事業

２０XX

私的録音録画と補償の必要性に関する考え方の変遷

著作権保護技術

 
の評価

（新たな問題）

タイムシフト・
プレイスシフト
（９２年と同様）

契約で対応可能

通常の利用を
妨げる

（別紙）

将来における私的録音録画

参考資料

現行著作権法制定 補償金制度導入
技術的保護手段
回避規制導入

１



将来における私的録音（娯楽目的に限定）について 別紙１

許諾が必要

プレイスシフト
のための
録音※

配信事業者

レコード会社

レンタル事業者

権
利
者

※
購
入
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
プ
レ
イ
ス
シ
フ
ト
に
つ
い
て

権
利
制
限
（
無
許
諾
・
無
償
）
を
認
め
る
こ
と
は
要
検
討

・著作権保護技術の発達・普及を前提に、私的録音に関しては、３０条の適用除外とする。
（補償金制度の廃止）

※原則として、著作権保護技術の範囲内の私的録音には権利者の許諾が推定される

※権利者は一般に著作物等の提供者を通じて利用者から対価を徴収するが、
権利者が利用者と直接契約を締結することも考えられる

※著作権保護技術の内容によっては私的録音に関する使用料を徴収しないこともありうる

（配信）

（販売）

（貸与）

３０条の適用範囲

２

：許諾

：使用料



許諾が必要

タイムシフトの
ための録画※

無料放送事業者

有料放送事業者

※
無
料
放
送
の
タ
イ
ム
シ
フ
ト
視
聴
に
つ
い
て

権
利
制
限
（
無
許
諾
・
無
償
）
を
認
め
る
こ
と
は
要
検
討

将来における私的録画（娯楽目的に限定）について

：許諾

：使用料

・著作権保護技術の発達・普及を前提に、私的録画に関しては、３０条の適用除外とする。
（補償金制度の廃止）

※原則として、著作権保護技術の範囲内の私的録画には権利者の許諾が推定される

※有料放送事業者については、配信事業者と同じ

権利者は一般に著作物等の提供者を通じて利用者から対価を徴収するが、
権利者が利用者と直接契約を締結することも考えられる

※著作権保護技術の内容によっては私的録画に関する使用料を徴収しないこともありうる

別紙２

３０条の適用範囲

３

配信事業者

権
利
者

（配信）

（放送）

（放送）


